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ら学び考える生徒 ①生き生きと活動する生徒【教育目標】○みんなを愛する生徒 ①自

新 た な 問 出 を 祝 っ て

校長 竹 下 賢

今年 も、学校正門の梅 の花が甘い香 りを漂わせ 、旅 立ちの手節 を祝ってい るかの よ うですこ

来 る 17日 には、い よい よ 16名 の二年 生が卒業 しますこ 数 二そ少ない ものの、 一人 一人は極

めて個性的で、優れ た 才能や豊かな感性 を t)ち)、それ らを存 分に発揮 して 中学校生活 を送 って

いた と思いますc今 後 は、ま さに、自らの意志 と力で、無限の可能性 が広が る仲i界を切 り拓 き、

力強 く歩んでほ しい と思 いますこ

ぶ く 生 き る 私は、常々、
‐
よ く生 きる」 とt うヽことは ど うい うこ とか とい うことにつ

いて生徒 たちに問いかけて きま した今 中学生 と言 え どギ)、仕徒 たちtます でに、例 えば、嘘 をつ

いた り人を裏切 った りしてはい tTない とか、困 って t るヽ ノ、が しヽた ら助 けな |すれ ばな らない とい

った 十人 としてのあ るr、ミき姿」を 自らの価値観 として こ卜つています。一一方ではまた、 自分 は こ

うな りたい とい う願 いや夢 を t)っています。 t/か し、 日・々の生活の中では、 目の前の損得やノ(

間関係 に とらわれ て不本意 な行動 を とった り、現状 に甘ん じて 日標 を低 く した りして しま うこ

とがあ ります。義務教 育 とい う温かい菓を離れ 、 これ か ら本格的 に iノ、生」 を歩 む ことになる

卒業生の皆 さ/レに |ま、ドJら の心の中にあ る 「よい生 き方二や 「これ だ |すは譲れ ない」 とい う思

い、いわば 自 らの信念や 自分 自身へ t7,誇りを大切 にす る とともに、 いつ まで く,夢 を追い求 め る

ような生 き方を して欲 しい と肥、しヽ ます _

感  謝  卒 業生の保護者 の皆様 に |よ、 3年 間にわ た り、本校 の教 育への ご理解 と教 々の ご

協 んをいただ き心か ら感謝 いた します― 今 期の年業生が 入学 した年度に和、モD本校 に着任 しま し

た 14)で、 十同期」の よ うな生徒た ちの卒業 に感慨 丈ぅひ と しお の モ)のがあ ります。 今後 、直接的

な関わ りは少 な くな りますが、本校 の取 り組み について、変わ らぬ ご支援 のほ ど、よろ し′くお

願 い致 しますし

学年の区切 りを迎えた今、これまでの歩みを振 り返 り、松津中学校の最上級生、中堅学年 とし

て、決意を新たに新学期を迎えてほ しい と思いますGと りわけ新 3年 生には、 「渋谷区英語教

育重点校」 としての取 り組みの成果を身をi)って示す年にな りますc4月 に入学 してきた新入

生が、 1自分 も先輩のようにな りたい |、十ぁんなふ うに英語 を話せ るようにな りたいJと 憧れ

るような上級生になってくれるよう願っていますG



演 会
江 幸

私は、戦後樺太か ら引き揚げま とンたが、父親が ソ連に抑留 され、 2年 後に 日本に引き揚げて
きました〔以前の父親 とは見る影 もなく痩せて、半年後に亡くな り3私 は、新制高校でバ レー

ボー′レ部に入部 して一生懸命練習 し、強豪の詰i校に も勝セ)ま した。苦 と/い時 丈ぅあ りましたが、
■tl十てぃて良かったと思いますc若 い時には、何かに打ち込む ことが大切です。
ノ、生億円のようであると思いますc生 まれた ときにれか ら多 くの愛情を注がれ、周囲の人々
んも t,見守 られてきました[ま た、体験 した り、見聞きすることにより成長 していくものです。
成長するにつれ、文化の影響は大きな同心門にな り、受けた文化を自分の力に して生きること
が大切だ と思います。生き甲斐 とは、ノ、の役に立てることです。欧米の一人前の社会人 とは①
きちん とした職業 人であることこ②温かい家庭を持 っていることc③ ボランテ ィアなどで社会
に貢献 していること」④公衆道徳を守れる人を言しヽます1
脚:界の中で、日本が信頼 され好感を持たれてt るヽ ことを、 11本ブ)マス=ミ はどうして評価 し
ないので しょうかct)っ と、日本 人は、自分の巴や 日本メ、|こ誇 りを持って もらいたいです。 タ
ノの新聞か らですが、どこの国の人と友人にな りたt かヽ、また どこの文化
t 好` きかな と

｀
、 3千 人を対象に して調査 を しま した:そ の結果、 る項 目中

11i4が4項 目、 2位 が 4項 日の評価 を得 ています
岡崎 玲 子さ/ゥ!±5年 前にアメリカの高校に留字 した際に、ア メ 1デカ人
や外阿 ノ、の留学 生か ら賞贅や憧れを語 られて戸惑ったと書かれています〔
その理由は多くの高千奮生か ら 「日本 tま伝統的な文化 と近代的な文化を見事
に調和 した素晴 らしい国である.」 と言っていましたご私が、ニュー ヨー

ク滞在中、ゴル フ場で多 くのアメ リカ人が 日本人はこ勤勉である。②誠実
である。③協力的であ り協調性がある、こ読書家が多いと言わねンましたこ
本は心の食べ物ですc′とヽと魂をた くましくするのは、本を読むことですc
日1中昭彦東大教授 は、ア メリカの メ リー ラン ド大手 で、世界 33カ 国 に '世界 に対 して概ね
良 | 影ヽ響 を 与えてい るか 、悪 t 影ヽ響 を与 えてい るか 」を世論 調査 を しま した。その結果 日本 は
長 マ`影書 を 与えて ャヽ を)と答 ォ_たEIま i31カ に に どつご |ま した  (フ ラン スは 28カ 国 ・イギ リ
スは 26カ 国 )日 本 は悪 い影響 を与えている と答 えた国は、韓国、中国の 2カ ロで した。 これ
tt、先祖の皆 さ人′や、お 父 さ六ノ、お母 さんが築 き上げた結果ですc
較台111こ台湾 で lo年 間か |十て、 ダュ、と用水路 を造 った 日本 人の人 四 興 一さんがい ま した。
ブ、用 さんは珊瑚消1か ら水を ,い て 1■ 6千 キ ロの用水路 を造 りましたこ夜は労働 者に、算数 な
ど学問 を教 えて t まヽ したこ また、れ洗ゃ学校 な ども造 り多 くの台湾人か ら感謝 され ま した。 台
湾 を去るに当た り、何万ノ、くデの労働者が 自分た ちでお 金を出 し合い 、珊瑚諄 に人 日 さんの銅像
を造 りま とンたc
この よ うに、 A、間 の成 しえた功積 |ま、 人梅ゃ 1モ族を超え認 め られ 、讃 え られ て きま したcす
べての発露は、愛情 か ら奄 し、 また 自分に 'テごってきますt皆 さ/し方 葉D自分 の国や 日本ノ、とし′て
の誇 りをもって、他学に碗―/しで くだ さtヽ

第 55回 東京都公 立学校美術展覧会
美術の部  3 A lyt藤 爽 子 2 A菊 岡 2B林 紗由梨 l A相 田未来
書写の部  lA牧 迫 仕 奈忠  18今 井
以 L6名 の生徒が出1守fしました_|

第 45回 東京都中学校書き初め展   金 賞受賞者
lA北 岡 悠    lA渡 辺 ☆ 莉恵   2A渡 還 麻 理衣  2 A fi谷  沙 織
2F3二 浦 せ しる 2B飯 笹  杏     2B浅 野 美 樹
受賞おめで とうございます十
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